









Wilhelm Fraenger, Deutsche Vorlagen zu russischen Volksbilderbogen des 18. Jahrhunderts.  In: 
Vom Wesen der Volkskunst. Jahrbuch für Historische Volkskunde, hrsg. von Wilhelm Fraenger, Bd. II. 
Berlin ［Herbert Stubenrauch］ 1926, S.126-173. （初出） 
（論文集への収録） Wilhelm Fraenger, Von Bosch bis Beckmann. Ausgewählte Schriften. Dresden 
［Verlag der Kunst］ 1977, S.168-225. 
（論文集の改訂版）Von Bosch bis Beckmann. Ausgewählte Schriften, mit einem Vorwort von 
Ingeborg Weber-Kellermann. Köln ［DuMont Taschenbücher］ 1985.    
（論文集の再改訂版）Zeitzeichen. Streifzüge von Bosch bis Beckmann. Mit einem Vowort von 






















































レス・ゼーガース（Heracules Seghers 1590頃 - 1635以後）の銅版画で，現存のほぼ全作品に
逐一解説を加えた。次いで取り組んだのはマティーアス・グリューネヴァルト（Matthias 
Grünewald 1470 or 75 - 1528）の作品で，ドイツ・ルネサンス期の巨匠でありながら実人生も
本名も解明が遅れていただけにフレンガーの観想学的な描法分析の意義は評価されている。
























Die Radierungen des Hercules Seghers. Ein physiognomischer Versuch. Erlenbach-Zürich u.a. 
［Eugen Rentsch］ 1922  後にレクラム文庫版：Reclams Universal-Bibliothek. Bd.1068 Leipzig 1984 
Matthias Grünewald in seinen Werken. Ein physiognomischer Versuch. (=Kunstbüchr des Volkes. 
Große Reihe. Bd.15) Berlin ［Rembrandt-Verlag］ 1936. 
Hieronymus Bosch. Band 1: Hieronymus Bosch. Das tausentjährige Reich. Grundzüge einer 
Auslegung. Coburg Winkler 1947. 
没後出版
Jörg Raggeb. Ein maler und Märtyrer aus dem Bauernkrieg. Hrsg. von Gustel Fraenger und 
Ingeborg Baier-Fraenger. Dresden Verlag der Kunst 1972. 
Formen des Komischen Vorträge 1920-1921. (Fundus-Bücher, Bd.136) Dresden u.a. Verlag der 
Kunst 1995. 
回想文集 :関係者による次の文集には業績目録が併せられてている   
Der Kunsthistoriker Wilhlelm Fraenger 1890-1964. Eine Sammlung von Erinnerungen. Mit 
Gesamt-Biblioraphie seiner Veröffentlichungen.  Amsterdam ［Castrum Peregrini Presse］ 1994.
 





































で最初の主著のタイトルでもあった（Adolf Spamer, Über die Zersetzung und Verbreitung in den 
deutschen Mystikertexten. Halle a.S. 1910）。また基本的には同じ方向の考え方を図式的に言い
あらわしたのはハンス・ナウマンで，いわゆる＜沈降した文化物象＞（versunkenes 
Kulturgut）としての民俗事象である。それを論じた『ドイツ民俗学概論』（Hans Naumann, 







































































































参 照 , Zwischen Kunstgeschichte und Volkskunde. FS.f.Wilhelm Fraenger, hrsg, vom Institut für 





という形容詞が冠せられているが，この論者にふさわしい。参照 , Petra Weckel, Wilhelm 
Fraenger (1890-1964). Ein subversiver Kutlurwissenschaftler zwischen den Systemen. Potsdam 2001. 
以上はおおよその解説であるが，これら全てを射程において，民藝は何かを改めて考える
必要があり，またそれにあたっては，この90年前の思想のドラマは重要な手掛かりをあたえ































参 照 , Dmitri ROVINSKI, Russkija narodnya Kartinki. St. Petersburg 1885, 5 Bde. Text,  4 Tafelbände im 
imp.- Fol. Mit 1700 Bildern.; N. SOBKO, Russkija narodnyja Katrinki. Ssobral i oppissal D. Rovinski. St. 
Petersburg 1900. Groß-Fol. mit 400 Tafeln.; N.NORDEN, Russische Volksbilderbogen. Zeitschrift für 







テン（Paul von Stetten） ⅱがその古きアウクスブルクの藝術史のなかで情報をあたえてくれ
る2。他にも，ドイツの工藝の幾つかの中心地はサンクト・ペテルブルクへの輸出ルートとつ
ながっていたため，銅版画は何の支障もなく目的地へたどりついた。商品として持ち運びが
容易で，また当時もっとも愛好された品目に属していたからである。   











fi gure goppi di Jacobo Callot fatto in Firenza l’anno 1616 excudit Nancey）のタイトルの下，21点
の小ぶりの銅版画集として刊行された。カロの作品を模したものでは，「矮人の乗馬学校」や「矮
2 Paul von STETTEN d.J., Kunst-, Gewerbe- und Handwerks-Geschichte der Reichsstadt Augsburg. 2 Bde., 








たアウクスブルクの藝術家の詳細な伝記データの資料目録を参照 , M.HAERTIG In: „Augsburgs 
































3 このコミカルな繪本を，筆者は自分が運営するコミック図書館において，1922年に新たに復刊した。参照 , 
Callots Neueingerichtetes Zwergenkabinett. Faksimilierte Neuausgabe mit 50 Kupferstichen in grotesken 
Rahmen. Im Eugen Rentsch Verlag, Erlenbach-Zürich, München und Leipzig 1922.


















5 参 照 , Adolf FURTWÄNGLER, Die antiken Gemmen. Geschichte der Steinschneidekunst im klassischen 




























6 Adolf FURTWÄNGLER, a.a.O. は彫刻宝飾品（Gemme）に関して十八世紀に刊行された多くの文献の
克明な一覧表を併せている。そうした文献のなかで筆者が検討したものでは，次の研究は＜ふさ
ぎの虫（空想）＞（Gryllen）のモチーフに関して挽益するところが大きく，新たな応用例も取り上
げている。参照 , De le CHAUSSE, Le gemme antiche fi gurate. Roma 1700 (Fig.175-183).; また筆者の論考
に再録したカメオの特に＜シレノス雄鶏＞（Silenos-Hahnen）は次の彫刻宝石に関する文献に依拠
した。参照 , Jakob GRONOVIUS, Gemme et sculpturae antiquae depictae ab Leonardo Augustino Senensi. 
Franeker 1694 (Fig.203). これは，次のイタリアのレオナルド・アゴスティーニのパンフレットの翻
訳である。参照 , Leonardo AGOSTINI, Le gemme antiche fi gurate. Roma 1657 (1. ) und 1669 (2. ); またこ
こで二番目に取り上げたイラストの出典は次のコルラエウスの著作である。参照 , Abraham 
GORLAEUS, Dactylothecase seu annulorum sigilarium quorum apud priscos tam Graecos quam Romanos 













『ことわざ集』（1601年アイスレーベン刊 , 巻一，S.651-653）（Eucharius Eyring, Proverbiorum 
copia. Eislben 1601, I., S.651-653）ⅷあるいはルッカルトの寓話集ⅸに依拠したのであろう
（G.C.Ruckard, Die lachende Schule. Hall 1723, S.10. Nr.8）8。    
 「春駒の騎士」（図版 p.144）が，所詮，没趣味のグロテスクなフィギュアであることは，







Pittoresche di verse attitudine de varie fugures. Roma 1687）は，（あいにくここではそこから銅
版画を拾わなかったものの），テーマでも形式でも極く親近であり，事実，アウクスブルク
7 この銅版画もまた「ゲルマン・ミュージアム」に保存されている。Germanisches Museum, Standort-
Nr. H.B.23,842. ― なお，正反対の方向からの感覚によるタイトル「思い煩う者」（Der Gedencken 
Macher）は，ドレスデンの銅版画室（Kupferstich-Kabinett zu Dresden）において見ることができる。
8 この寓話に変遷については次の文献に従う。参照 , Max MÜLLER, On the migration of fables. In: The 
Contemporary Review, Jg.1870, Bd.XIV, S.572-596.; また次の文献をも参照 , A. JOLY, Histoire de deux 
fables de La Fontaine. In: Memoires de lAcademie Nationale de Caen. Caen 1877, S.487-509.; また次のレ
ニエによるラ・フォンてーヌ作品の批判的校訂版を参照 , Oevres de J.de. la Faontaine. Paris 1884, 
Bd.II, p.145.150.; 最後に，この寓話についてヨハネス・ボルテ（Johannes Bolte）が寄与した次の文
献 を 参 照 , Martin MONTANUS, Schwankbücher (1557-1567). Tübingen 1899, Bibl. D. Litter. Vereis in 

















9 銅版画のオリジナル作品はゲルマン・ミュージアムに収蔵されている。参照 . Germanisches Museum. 
































































































































































































































































































な形体が消え去ることを，それを明らかにしめす事例によって証明した。参照 , Wilhelm 
FRAENGER, Materialien zur Frühgeschichte des Neuruppier Bilderbogens. In: Jahrbuch für historische 
























































































































































































































る壁繪にも反映されているからである11。    
11 ガラス裏絵は，シュトゥットガルトの古文物コレクションに見出され，二作が確認されるが，そ
れらは ， 背景にはそれぞれ次の銘文が入っている。上部の文言：＜己を知るべし，さもなくは己
が鼻をつまむべし＞（Nosce te pisum Erkenne dich selsbt oder ziehe dich selbst bey der Nasen）  下部の
文言：
 高貴の者は，他者を批判すること多く Offt einer den anderen tadelt   Wer ist so hoch geadelt 
 己に欠陥なき者は，それに縛られる   Ist selber damit behafft        Der nicht ein Mangel hat.
                    一七二六年    
 『ドイツの民藝』のうち，グレーバー編集の「シュヴァーベン」の巻（GRÖBERs „Schwaben“-Band 
der „Deutschen Volkskunst“, Abb168）では，誤植のために，この作品はエルハルトの古文物コレクショ





このテーマの彫刻作品は，オーバープファルツのヴァルトザッセン（Waldsassen / Bez.-Amt 
Tirschenreuth）において図書館の梁の支柱の彫像となっており，次の文献にその写真が入っている。








































































































































12 ルター時代のイラスト入り聖書に関する基本的な研究ではヒールゼマン社刊の次の文献を参照 , 
Luther und die Bibel. Leipzig [Karl W. Hiersemann] 1923. その第一部には「ルター聖書のイラスト」の
テーマの論考は1522年から1546年に至る諸が取り上げられている。参照 , Albert SCHRAMM, Die 
Illustration der Lutherbibel.; またこの領域の諸資料への批判検討では次の文献に追うところがある。
参 照 , Hildeagrd ZIMMERMANN, Beiträge zur Bibelillustration de 16. Jahrhunderts. Straßburg 1924.（ ＝































































13 この作品は次の版本に含まれている。参照 , In: Das Neue Testament. 8+.1524  (Melchior Lotther) Alb, 




































14 この作品は次の版本に含まれている。参照 , In: Das Neue Testament. 8°.1524  (Hans Lufft) Alb, 
Schramm a.a.O., Taf. 119, Abb.213.
15 この作品は次の版本に含まれている。参照 , In: Das Neue Testament. 8°.1524  (Melchior Lotther) Alb, 
Schramm a.a.O., Taf. 203, Abb.386.
16 この作品は次の版本に含まれている。参照 , Biblia, das ist die gantze Heilige Schrift Deutsch. 2°. 1534 





















































































































































































































































































































































































1 . 2 . ムシュー・ソテレルとマドモワゼル・ジョリケール：ロヴィンスキー＝カタログ番号 













19  ＜いけすかないこと＞の箇所を，ドイツ語に直訳すると “ist angenehm“（素敵だこと）になている
のは明らかに書き手のまちがいである。すでにロヴィンスキーが，意味の通じるテキストとして（ド







4 . 胸に人面の鳥：ロヴィンスキー＝カタログ番号 Nr.249 制作工房名を欠く         
上左の文言：慎ましい・判断・そして高慢　銘文帯：己が鼻をつまむべし  下段の文言： 己
れ偉大とうぬぼるる者あらば，誰しも嘲笑ふならん。隣人の欠陥言ひ立つる者は，我とわが
羽毛をむしると異ならず。他人のアラ探し立つる愚か者のこの上なき阿呆となるならん。兄
弟を評すべからず，己が鼻をつまむべし。      








二つ落ちたれば，ただにて捨つることとなり果てぬ。  上左の文言：人間の妄想  
6 . パトモス島のヨハネ：ロヴィンスキー＝カタログ番号 Koren 31 キーエフの僧院工藝によ





















ⅱ (128) パウル・フォン・シュテッテン（Paul von Stetten 1731-1808）：アウクスブルクに生まれ没した文
筆家で，また同市の助役（Stadtpﬂ eger 在職1792-1806）をも務めた。ここで用いられている二巻の
概況記録はその時代のアウクスブルクを知る上での基本資料である。





















ⅷ (132) エウカリウス・アイリング（Eucharius Eyring 1520頃 – 1597）の『ことわざ集』Proverbiorum 
copia. Eislben 1601, I）：1520年頃に下フランケン地方（ドイツのバイエルン州）ケーニヒスホーヴェ







ⅸ (132) ルッカルトの寓話集（G.C.Ruckard, Die lachende Schule. Hall 1723）：この笑話集はしばしば後世
の典拠となったが，ルッカルトについては不詳のようである。
ⅹ (132) アルノルト・ヴァン・ウェスタハウト（Arnold van Westerhout 1651-1725）：アントワープに生まれ，
ローマで没したオランダの画家，版画家。
ⅹⅰ (133) 摺繪（Bilderbogen）: 一枚摺りが多く，よくパンフレットと訳されるが，ここではこの訳語を
もちいる。
ⅹⅱ (134) 価値離脱：原語は Entwertung.   




（John Meier 1864-1953），次いでアードルフ・シュパーマー（Adolf Spamer 1883-1953）とハンス・
ナウマン（Hans Naumann 1886-1951）である。1900年代初めにマイヤーは＜民謡とは民の口にある
藝術歌謡＞といった言い方をし，1910年代にシュパーマーが＜崩し＞（Zersetzung）の基本術語を























ⅹⅹⅰ (164) ゲオルク・レームベルガー（Georg Remberger 1490~1500頃 – 1540~1545頃）：ランツフート
（Landshut バイエルン州）に生まれた宗教改革時代の油彩画家・木版画作家。油彩ではイーザル川辺
モースルブルクのザンクト・カストゥルス教会堂の祭壇画「十字架をかつぐキリスト」（St. Kastulus 
in Moosburg an der Isar）があり，また墓廟画「十字架のキリスト」（Epitaph für Valentin Schmidburg, 
1522, ライプツィヒ美術博物館 Mus.d.bild.Künst in Leipzig），「王女を救う聖ゲオルク」（St. Georg 
befreit die Prinzessin 1520頃 ウフィツィ美術館蔵）などがある。また木版画では，ルター訳聖書の
1524年のヴィッテンベルク版の他，主要なイラストレイターであった。   




ⅹⅹⅲ (178) ＜瑣末なものへの信奉＞というグリム兄弟の美徳（Grimmsche Tugend der „Andacht zum 
Kleinen“）：グリム兄弟の研究姿勢を指す言い方としてよく用いられるが，通常は（同義ながら）”ganze 
Andacht zum Unbedeutenden” である。ただし元は肯定的な意味ではなかった。グリム兄弟の研究書
『古ドイツの森』（Altdeutsche Wälder. 3 Bde.1813-16）の第一巻に対してアウグスト・ヴィルヘルム・




Rumpelkammer wohlmeinender Albernheit" ausgeraumt, und "für jeden Trodel im Namen der, uralten Sage' 




ⅹⅹⅳ (179) ゲルマン・ミュージアム（Germanisches Museum）：1852年にニュルンベルクに開館したドイツ
最大の歴史博物館「ゲルマン・ナショナル・ミュージアム」（Germanisches Nationalmuseum=GNM）
を目指す。

